
vm

『
太
閤
記
』
無
刊
記
版
の
改
訂
方
法

長
谷
川
　
泰
　
志

は

　

じ

　

め

　

に

(
-
)

甫
庵
『
太
閤
記
』
諸
版
の
関
係
と
出
版
事
情
に
関
し
て
は
,
以
前
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
へ
近
世
初
期
に
'
寛
永
無
刊
記

版
,
正
保
三
年
版
,
寛
文
二
年
版
,
万
治
四
年
版
と
版
を
重
ね
た
が
,
そ
れ
ら
は
板
木
の
推
移
の
上
か
ら
次
の
よ
う
に
整
理
し
直
す
こ
と

が
で
き
る
。軍
水
無
刊
記
版
-
-
-
-
-
-
-
[
軍
氷
十
一
-
十
四
]
刊
及
び
同
後
修
三
種

正
保
三
(
一
六
四
六
)
年
版
-
-
正
保
三
刊
(
京
・
林
甚
右
衛
門
)

万
治
四
(
一
六
六
1
)
年
版
・
・
・
-
正
保
三
刊
へ
万
治
四
印
(
京
・
青
文
字
星
)

同
後
印
(
京
・
山
田
参
郎
兵
衛
)

同
後
印
(
京
・
菱
星
治
兵
衛
)

寛
文
二
(
一
六
六
二
)
年
版
-
-
[
寛
永
十
一
-
十
四
]
刊
へ
寛
文
二
修
(
京
・
林
和
泉
橡
時
元
)

太
閤
記
は
,
ま
ず
,
寛
永
十
一
年
か
ら
十
四
年
の
間
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
,
ほ
ど
な
-
三
度
の
補
修
版
が
だ
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
書
碑

名
,
刊
年
と
も
に
記
さ
ぬ
無
刊
記
本
で
あ
っ
た
.
但
し
,
後
に
述
べ
る
如
く
,
そ
の
三
度
の
補
修
版
に
は
同
一
人
に
よ
る
妄
し
た
意
図
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と
方
法
と
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
へ
作
者
甫
庵
が
軍
氷
十
七
年
に
没
し
へ
そ
の
六
年
後
の
正
保
三
年
、
京
都
・
林
甚
右
衛

門
に
よ
っ
て
新
し
-
板
木
が
彫
刻
さ
れ
た
。
そ
れ
は
先
の
軍
氷
無
刊
記
版
を
底
本
と
し
な
が
ら
も
へ
作
者
の
意
図
せ
ぬ
大
幅
な
増
補
を
行

な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
板
木
は
万
治
四
年
の
青
文
字
屋
以
降
へ
山
田
参
郎
兵
衛
へ
菱
屋
治
兵
衛
の
手
に
わ
た
り
求
版
後
刷
本
が
だ
さ

れ
て
い
-
。
一
方
へ
寛
文
二
年
に
は
林
和
泉
接
時
元
が
'
無
刊
記
版
の
板
木
に
正
保
三
年
版
の
増
補
個
所
を
補
刻
し
て
刊
行
し
て
い
く
。

太
閤
記
に
は
'
板
木
上
へ
無
刊
記
版
へ
正
保
三
年
版
と
い
う
二
系
統
が
あ
り
へ
当
時
既
に
書
籍
目
録
で
み
る
限
り
そ
れ
ぞ
れ
「
古
板
」
,
「
新

板
」
　
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
へ
太
閤
記
は
軍
氷
か
ら
寛
文
に
か
け
て
へ
何
度
も
訂
正
を
加
え
な
が
ら
読
者
に
提
供
さ
れ
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
が
,
無

刊
記
版
に
お
け
る
改
訂
と
そ
れ
以
降
の
改
訂
と
は
明
ら
か
に
方
法
も
意
図
も
異
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
'
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上

で
'
無
刊
記
版
の
全
異
同
の
実
態
を
報
告
し
へ
そ
の
改
訂
方
法
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
c
r
n
ら
に
周
辺
事
情
の
考
察
に
論
を
及
ぼ
し
た
い
o

一
無
刊
記
版
書
誌

今
ま
で
に
異
同
調
査
を
終
え
た
『
太
閤
記
』
無
刊
記
版
は
'
次
の
十
本
で
あ
る
。
但
し
へ
甲
・
乙
・
丙
の
区
別
は
便
宜
的
に
付
し
た
こ

と
を
お
断
わ
り
し
て
お
く
。

ぉ
茶
の
水
図
書
館
成
箕
堂
文
庫
甲
本
・
同
乙
本
・
同
丙
本
二
月
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本
・
内
閣
文
庫
甲
本
・
同
乙
本
・
尊
経
閤
文

庫
本
・
慶
鷹
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
図
書
室
蔵
本

な
お
へ
こ
の
他
に
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
に
よ
っ
て
へ
武
雄
市
教
育
委
員
会
鍋
島
文
庫
本
の
内
容
を
確
認
し
得
た
。

ま
た
へ
『
国
書
総
目
録
』
が
無
刊
記
版
(
同
書
で
は
「
軍
空
1
版
」
と
す
る
が
'
こ
れ
は
朝
山
意
林
庵
の
朕
記
「
寛
永
三
年
孟
春
書
」
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に
拠
っ
た
も
の
で
実
際
に
は
無
刊
記
版
)
に
分
類
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
へ
石
川
県
立
中
央
図
書
館
李
花
亭
文
庫
本
と
西
尾
市
立
図
書
館

;gj:

岩
瀬
文
庫
本
は
宝
永
七
年
刊
の
『
ゑ
入
り
太
閤
記
』
の
刊
記
を
欠
い
た
も
の
で
あ
り
'
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
と
早
稲
田
大
学
図
書

o

館
蔵
本
は
,
寛
文
二
年
版
の
刊
記
を
欠
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
得
た
の
で
'
い
ず
れ
も
今
回
の
報
告
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
ま

た
,
広
島
県
府
中
市
府
中
八
幡
神
社
羽
中
八
幡
文
庫
蔵
本
は
焼
失
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
未
だ
管
見
に
触
れ
ぬ
も
の
も
少
な
か
ら
ず

あ
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
'
御
教
示
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

さ
て
,
ま
ず
書
誌
を
次
に
簡
単
に
記
す
.
基
本
的
に
は
同
1
板
使
用
の
後
修
本
の
関
係
に
あ
る
た
め
重
複
を
避
け
て
'
異
同
調
査
に
基

づ
き
あ
ら
か
じ
め
四
つ
に
分
類
し
た
上
で
空
木
ず
つ
の
書
誌
を
記
し
'
2
以
下
は
異
な
る
点
の
み
を
記
し
た
。
他
の
諸
本
は
「
同
版
」

の
項
に
注
記
し
た
。
ま
た
,
諸
本
下
の
括
弧
内
は
函
架
番
号
を
,
寸
法
は
表
紙
が
第
一
冊
目
へ
匡
郭
が
第
一
冊
目
算
一
丁
表
に
拠
っ
た
。

装
訂
i
m

額
茶

匡
郭

225

お
茶
の
水
図
書
館
成
箕
堂
文
庫
甲
本
(
函
架
番
号
な
し
)

大
本
二
十
二
巻
二
十
二
冊
。

藍
色
雷
文
繋
ぎ
菱
に
鳥
模
様
へ
原
表
紙
。
響
3
×
2
・
3
セ
ン
チ
。
但
し
へ
全
冊
後
補
覆
表
紙
が
付
さ
れ
る
。

左
肩
子
持
枠
「
大
間
記
1
　
(
～
二
十
二
)
」
へ
原
題
叢
　
2
3
・
-
-
×
3
・
9
セ
ン
チ
。
巻
二
十
九
が
l
部
破
損
。

尚
,
付
言
す
れ
ば
,
各
巻
題
茶
の
「
大
閤
記
」
の
書
体
は
ま
ち
ま
ち
で
'
巻
に
よ
っ
て
は
大
き
く
異
な
る
。
残
存
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
,
本
書
を
含
め
,
以
下
,
2
内
閣
文
庫
甲
本
・
3
専
経
閣
文
庫
本
・
4
慶
庶
義
塾
図
書
館
本
の
各
巻
毎
の
題
茶
書
体
は
全

て
一
致
す
る
。

四
周
単
辺
=
・
3
×
S
・
O
T
セ
ン
チ
o
但
し
へ
巻
一
「
凡
例
或
問
」
八
1
分
は
S
・
3
×
S
・
5
セ
ン
チ
で
、
他
丁
に
比
較
し

天
地
が
1
セ
ン
チ
短
い
。
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版
心

大
間
記
一
(
～
廿
二
)

但
し
へ
　
巻
一
版
心
と
丁
付
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
豊
臣
記
自
序
」
一
丁
分

大
間
記
一

(
「
大
閤
記
こ
の
下
に
墨
で
「
序
」
と
記

し
'
「
大
間
記
一
序
」
と
す
る
)

『太閤記』無刊記版の改訂方法

・
「
凡
例
戎
問
」
八
丁
分

・
「
大
間
記
巻
之
綱
目
」
一
丁
分

・
「
大
閤
記
一
之
目
録
」
一
丁
分

・
以
下
本
文
三
十
丁
分

大
間
記
或
問

大
間
記
一

二
　
(
～
三
十
三
)

ま
た
へ
巻
六
第
三
十
四
丁
が
'
巻
数
「
六
」
を
欠
き
'
「
大
間
記
」
の
下
に
墨
で
「
六
」
と
補
っ
て
あ
る
。
さ
ら
に
,
巻
七
第
二

十
五
丁
か
ら
三
十
丁
ま
で
の
六
丁
分
が
'
巻
数
「
七
」
と
あ
る
べ
き
が
「
四
」
と
な
り
へ
そ
の
「
四
」
の
上
か
ら
墨
で
「
七
」
と

訂
正
さ
れ
て
い
る
。

序
題
「
豊
臣
記
自
序
」
(
巻
一
第
一
丁
オ
)
　
序
記
「
千
時
軍
永
二
暦
孟
春
日
」
(
巻
一
第
一
丁
ウ
)

巻
一
4
 
1
丁
(
自
序
-
丁
へ
凡
例
或
問
8
丁
へ
大
閤
記
巻
之
綱
目
-
丁
へ
大
閤
記
一
之
目
録
-
丁
へ
本
文
3
0
丁
)
　
巻
二
2
-
丁

巻
三
4
2
丁
　
巻
四
3
9
丁
　
巻
五
3
7
丁
　
巻
六
3
4
丁
　
巻
七
3
0
丁
　
巻
八
2
9
丁
　
巻
九
3
7
丁
　
巻
十
5
0
丁
　
巻
十
一
4
3
丁

巻
十
二
5
7
丁
　
巻
十
三
5
3
丁
　
巻
十
四
5
0
丁
　
巻
十
五
4
 
1
丁
　
巻
十
六
4
6
丁
　
巻
十
七
3
3
丁
　
巻
十
八
3
 
1
丁
　
巻
十
九
2
6
丁

巻
二
十
4
6
丁
　
巻
二
十
一
4
5
丁
　
巻
二
十
二
2
4
丁

各
半
丁
十
行
約
二
十
字
。

「
軍
氷
三
年
孟
春
吉
/
朝
山
意
林
庵
素
心
書
之
」
(
巻
二
十
二
終
丁
ウ
)
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刊
記
　
な
し

印
記
　
「
徳
富
氏
珍
蔵
記
」
「
塚
本
家
蔵
図
書
」

同
版
　
①
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本
(
特
/
九
四
三
/
二
)
0

巻
十
五
へ
十
六
を
欠
く
合
綴
九
冊
本
.
ま
た
へ
巻
l
巻
頭
に
、
全
巻
本
文
中
の
章
題
を
抜
粋
墨
書
き
し
た
全
巻
目
録
十
丁
白
紙

一
丁
を
付
す
。

②
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
(
正
宗
敦
夫
文
庫
　
I
五
六
)

備
考
　
本
書
に
は
後
述
の
如
-
多
く
の
誤
刻
が
存
す
る
が
へ
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
墨
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本
と

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
も
同
様
で
あ
り
へ
そ
の
箇
所
は
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
尚
へ
『
新
修
成
箕
堂
文
庫
善
本
書

目
』
五
四
七
頁
に
図
版
付
き
で
川
瀬
一
馬
博
士
の
解
説
が
あ
る
。

2
　
内
閣
文
庫
甲
本
(
1
六
八
/
四
八
)

装
訂
　
大
本
二
十
二
巻
二
十
二
冊
。

表
紙
　
丹
色
雷
文
繋
ぎ
菱
に
鳥
模
様
へ
原
表
紙
-
g
・
c
o
X
s
・
-
*
セ
ン
チ
。

題
貰
　
左
肩
子
持
枠
「
大
間
記
一
(
～
二
十
二
)
」
へ
原
題
茶
-
2
・
c
o
X
3
・
9
セ
ン
チ
。
巻
十
八
へ
二
十
は
剥
落
。
巻
十
八
左
肩
に
「
大

間
記
十
八
」
と
墨
書
。

匡
郭
　
四
周
単
辺
　
N
・
M
X
2
・
<
m
セ
ン
チ
。
但
し
'
巻
一
「
凡
例
或
問
」
八
丁
分
は
3
・
ォ
×
2
・
^
セ
ン
チ
。

成
隻
堂
文
庫
甲
本
に
は
見
ら
れ
ぬ
匡
郭
の
欠
損
が
多
数
存
す
る
。

版
心
　
l
と
同
じ
.
但
し
へ
「
豊
臣
記
自
序
」
一
丁
分
は
「
大
間
記
こ
の
「
こ
の
上
か
ら
墨
書
で
「
序
」
と
訂
正
す
。
ま
た
へ
巻
六
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第
三
十
四
丁
が
'
「
大
間
記
六
」
の
「
六
」
を
入
木
へ
さ
ら
に
'
巻
七
第
二
十
五
丁
か
ら
三
十
丁
ま
で
の
六
丁
分
が
'
「
大
閤
記
七
」

の
「
七
」
を
入
木
訂
正
し
て
い
る
。
他
に
丁
付
2
7
箇
所
を
入
木
訂
正
し
て
い
る
。

自
序
　
I
と
同
じ
。

丁
数
　
巻
七
第
三
十
丁
(
終
丁
)
が
落
丁
L
t
巻
八
第
十
二
丁
と
二
十
三
丁
の
間
に
混
入
す
。
そ
れ
以
外
は
l
と
同
じ
。

行
数
・
紋
記
・
刊
記
は
I
と
同
じ
。

印
記
　
「
元
老
院
図
書
記
」
「
太
政
官
文
庫
」
「
内
閣
文
庫
」

同
版
　
①
お
茶
の
水
図
書
館
成
箕
堂
文
庫
乙
本
(
函
架
番
号
な
し
)

二
十
二
巻
二
十
一
冊
(
巻
二
欠
)
。
褐
色
表
紙
。
「
水
野
直
勝
家
蔵
」
の
朱
印
を
有
す
る
一
本
。
巻
一
「
豊
臣
記
自
序
」
の
版
心

は
内
閣
文
庫
甲
本
と
同
じ
墨
書
訂
正
を
行
な
う
。

3
　
尊
経
閣
文
庫
本
(
1
六
八
/
二
二
)

装
訂
　
大
本
二
十
二
巻
二
十
二
冊
。

表
紙
　
藍
色
無
地
原
表
紙
-
s
・
ォ
×
2
・
-
*
セ
ン
チ
。

題
茶
　
左
肩
子
持
枠
「
大
間
記
一
(
～
二
十
二
)
」
へ
原
題
茶
-
~
・
o
o
X
3
・
9
セ
ン
チ
。
一
部
後
人
に
よ
る
彩
色
。

匡
郭
　
四
周
単
辺
　
N
・
<
*
・
×
l
・
4
セ
ン
チ
。
但
し
へ
巻
1
　
「
凡
例
或
問
」
八
丁
分
は
3
・
ォ
×
3
蝣
w
セ
ン
チ
。

版
心
　
2
と
同
じ
。
但
し
へ
巻
一
版
心
と
丁
付
を
次
の
如
-
改
刻
す
る
。

「
豊
臣
記
自
序
」
　
1
丁
分

大
間
記
一

序

(
内
閣
文
庫
甲
本
の
丁
付
「
二
を
「
序
」

に
改
刻
。
)
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・
「
凡
例
或
問
」
八
丁
分

・
「
大
間
記
巻
之
綱
目
」
一
丁
分

・
「
大
間
記
l
之
目
録
」
一
丁
分

・
以
下
本
文
三
十
丁
分

大
間
記
或
問

大
間
記
一

一
(
～
三
十
二
)

(
内
閣
文
庫
甲
本
の
丁
付
「
二
～
三
十
三
」

を
「
一
～
三
十
二
」
と
改
刻
。
)

他
に
巻
十
六
の
第
四
十
五
へ
　
四
十
六
の
丁
付
が
入
木
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

自
序
・
丁
数
・
行
数
・
朕
記
・
刊
記
は
I
と
同
じ
O

印
記
　
「
金
沢
学
校
」
(
「
金
沢
泉
丘
高
等
学
校
蔵
善
本
解
題
目
録
」
(
昭
"
蝣
」
・
<
-
<
)
に
よ
れ
ば
'
同
校
印
)

4
　
慶
鷹
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本
(
二
l
二
/
l
七
l
/
二
二
)

装
訂
　
大
本
二
十
二
巻
二
十
二
冊
。

表
紙
　
藍
色
無
地
原
表
紙
。
3
・
蝣
*
×
s
・
<
=
>
セ
ン
チ
。

題
茶
　
左
肩
子
持
枠
「
大
間
記
一
(
～
二
十
二
)
」
へ
原
題
茶
-
3
蝣
ォ
×
4
・
0
セ
ン
チ
。

匡
郭
　
四
周
単
辺
」
・
N
X
・
」
-
<
n
セ
ン
チ
。
但
し
へ
巻
一
「
凡
例
或
問
」
八
丁
分
は
g
・
N
X
3
・
^
>
セ
ン
チ
。

版
心
　
3
と
同
じ
。
但
し
巻
十
七
第
三
十
二
丁
の
丁
付
を
入
木
訂
正
し
て
い
る
。

序
題
　
I
と
同
じ
。
・

丁
数
　
l
と
同
じ
。
但
し
へ
巻
十
六
第
四
十
丁
が
重
丁
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
同
巻
は
本
来
4
6
丁
。

行
数
・
紋
記
・
刊
記
は
I
と
同
じ
。

印
記
　
「
慶
慮
義
塾
図
書
館
蔵
」
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同
版
　
①
内
閣
文
庫
乙
本
(
一
六
八
/
二
三
)
　
二
十
二
巻
二
十
一
冊
(
巻
二
十
二
欠
)
。
但
し
へ
巻
八
へ
九
の
二
巻
は
正
保
三
年
版
も
し

-
は
万
治
四
年
版
。

②
お
茶
の
水
図
書
館
成
筆
堂
文
庫
丙
本
(
函
架
番
号
な
し
藍
色
表
紙
へ
　
「
新
宮
城
書
蔵
」
の
朱
印
を
有
す
る
l
本
)

③
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
(
一
〇
七
八
/
二
九
/
〓
)
　
二
十
二
巻
十
一
冊
の
合
綴
本
。

④
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
図
書
室
蔵
本
　
(
り
五
/
一
二
四
三
二
/
こ

⑤
武
雄
市
教
育
委
員
会
鍋
島
文
庫
本
(
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
資
料
N
七
〇
(
九
二
四
)
)

以
上
が
'
四
分
類
へ
諸
本
の
書
誌
報
告
で
あ
る
。
『
太
閤
記
』
無
刊
記
版
は
I
か
ら
4
の
順
に
三
度
の
改
訂
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
'

次
に
順
次
諸
本
間
の
全
異
同
を
明
ら
か
に
L
t
　
改
訂
の
実
態
と
方
法
を
考
察
し
た
い
。

二
　
異
同
の
実
態

㈲
　
お
茶
の
水
図
書
館
戚
箕
堂
文
庫
甲
本
と
内
閣
文
庫
甲
本
の
異
同

ま
ず
へ
異
同
の
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
(
振
り
仮
名
の
訂
正
)
(
振
り
仮
名
の
追
加
)
(
返
り
点
の
訂
正
)
(
字
句
の
訂
正
)
(
版
心
の
訂
正
)

の
五
つ
に
整
理
し
'
次
の
よ
う
な
表
記
方
法
を
採
っ
た
上
で
異
同
の
全
容
を
示
す
0

用
　
成
算
堂
文
庫
甲
本
に
は
'
先
述
の
如
-
多
-
の
墨
書
訂
正
が
あ
る
が
'
そ
れ
を
(
　
)
内
に
示
し
た
。

例
え
ば
'
巻
一
第
七
丁
裏
十
行
目
、

(
マ
ハ
)

i
S
X
S
奉
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と
あ
る
の
は
'
「
ハ
」
の
上
か
ら
墨
で
「
マ
ハ
」
と
訂
正
し
て
あ
る
こ
と
を
示
す
。

回
紙
面
を
削
っ
て
訂
正
し
て
あ
る
た
め
判
読
不
能
の
文
字
は
「
O
」
で
示
し
た
0

例
え
ば
'
巻
1
第
十
1
丁
裏
四
行
目
へ

(
ア
)

;
'
j
s
-

*
.
I
n
'

と
あ
る
の
は
'
「
O
」
印
は
紙
面
が
削
ら
れ
判
読
不
能
へ
そ
の
上
か
ら
墨
で
「
ア
」
と
訂
正
し
て
あ
る
こ
と
を
示
す
。

回
表
中
の
巻
へ
丁
へ
行
は
成
箕
堂
文
庫
甲
本
に
拠
っ
た
。
但
し
へ
巻
l
に
限
っ
て
は
両
本
の
丁
付
に
異
同
が
あ
る
た
め
へ
[
]
内
に

内
閣
文
庫
甲
本
に
お
け
る
該
当
丁
付
を
示
し
た
。

例
え
ば
'

[
6
]

7
ウ
と
あ
る
の
は
'
成
箕
堂
文
庫
本
甲
本
で
は
七
丁
裏
へ
内
閣
文
庫
甲
本
で
は
六
丁
裏
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

回
(
表
①
振
り
仮
名
の
訂
正
)
で
は
'
漢
字
部
分
は
異
同
が
な
い
た
め
へ
特
別
な
場
合
を
除
い
て
は
省
略
し
た
.

(
表
①
振
り
仮
名
の
訂
正
)

231

2 1 番
早

1 巻

7 7 7 7
丁ウ] ウ]

10 6 行

季夏;歪言 成
ォ

) 堂
文
庫
甲
本

木 ウ キ

内

閣

、J ケ ン
タ テ
マ イ

ノ、 (
「 文

庫

甲

s~^ =f-

マ と

ご が 本
安 芸

5 4 3 香
早

巻

23S 13i盲llio
丁オ〕オ] ウ]

2 4 4 行

横苦寛; 汲害〈 成
貴
堂
文
庫
甲
本

忠言誕〇三宙9こ

セ ヱ キ

内

閣

キ ン ウ
チ フ ア
ウ ( ン
「

ニー 7 =う 文

庫
セ 」 ア
」 が 」
が 人 が 甲

入 木 入 本
木 ) 木
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15 14 13 12 11 10 8 7 6 *早
3 2 巻

4 3 2 21 19 18 25品233 23S
丁ウ オ ウ オ ウ オ オ ウ〕ウ] オ]

8 4 9 7 10 8 10 2 7 9 行

後… 声フ妄 被

巻;至 為号音 夢
巌ヲZ

二ク A

孟里 羅 ' *'蝣:l 成
箕
隻
文

幕 叩
下

上 庫
甲
本

ウ 1 講 木 被 ト ウ ヒ が 以 ナ イ サ

内
レ ) レ

;.・ 蝣"' 蝣 i"
苦 言 言ク毒 畠吾

L;l 三 芳 皇ヲ

カ サ シ
ノ、メ (

ラ=l 突 撃ク 命 「
J3 3 シ
ノ、サ 」

閣
文
庫

ヲ 木 幕 ヲ 」 」 が
」 )

「
l+ ∵ 三 が が 入

轟 tl 三

ン 入

¥ A. * 甲
杢 賀 乞

杢 」

木 木 ) +

27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 香早
5 4 巻

29 28 6 20 28 28 26 6
丁ウ オ ウ オ オ オ オ ウ オ ウ ウ ウ

1 4 5 1 10 行

薮昌侮る百形首こ 在
義)難≡義壷裏〇三

非
一ヲ と

成
隻

通子宗 賢 孟盲≡酢 醇
孫乙
妻=ヱ

義 a
文
庫
甲
本

トカ ヲ マ オ 入 チ ツ ヤ ク ア こ 在

内
閣

ヲ ウ ウ ウ イ 木 ヤ ▼Jr ; 芸 曇 嘉 義一

」 」 ( と

リ シ シ ( ( ) ク
手 首 ir 乙 「ツ

」
砕 芸 … が 「が が マ ( 文

¥ 「入 入 」 れ
庫

木 木 木 が 」 甲
) ) 人 が
t 蝣・

本
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39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 香
守

6 巻

32 24 24 20 20 13 12 11 36 35 3 1 30
丁

オ ウ オ ウ ウ ウ ウ オ ウ ウ ウ ウ

9 8 9 4 1 9 5 10 行

勢至諸 嘉 暫 三品…と

)を 寧シ

フ
」

成
箕
堂
文
庫
甲
本

曇議 私 纏 禁等 慧主

)歌カ 共

ユ ( ( サ ク タ ヨ ノ、 イ ソ ヨ レ

内
閣
文
庫

ユ ナ ナ マ ノ、 グ ウ ケ キ レ ロ ウ
シ シ シ ヨ リ ( カ マ オ カ ( ケ
芸 * ~ 5 7 ? 芸 ヒ シ ; ン

」 ニ「ク 」 」 が ヨ ヒ が ノ弓
」 が が 入 」 」 入 レ
が 入 入 木 が が 木 」 甲
入 木 木 ) 入 入 ) が 本
木 木 木 入

杏

49 48 47 46 45 4 4 43 42 41 40 香
早

8 7 巻

18 4 22 21 19 18 18 15 4
丁

オ オ オ オ オ ウ オ オ オ ウ

10 9 10 行

行○爽至〈-程○てフヱ
雲樟 軒 鷺 轟腰 成隻堂文m甲本

( ノ、 シ 入 キ キ を ( 木 ミ テ カ ケ

内

閣

文

ナ サ ン 木 ソ ノ、 削 ナ ) タ イ ウ と

ン′ マ タ ) メ 除 シ イ タ ラ ド
) ツ

「

ン ぎ ? ? 三 言 芸 三

二コ ロ

ツ」が入杢

頼 雄 …Li 庫甲本
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60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 香
早

13 12 ll 10 9 巻

3 45 17 39 20 47 29 14 10 5
丁

ウ ウ ウ ウ オ オ ウ ウ ウ オ オ

2 2 9 4 9 4 10 3 5 8 行

政吉7

要;)
I- ll 4 - &

日 被害

志輝 雲量三
I

門ト

頭…三奉…曹 皮
箕

も 二;
亦 昇
数カ殿

く 】ヲ

の

= は
+ 辛

不
知

堂
文
庫

甲
本

セ フ ナ カ 各 ウ オ イ カ ウ (

内

イ ル ク ス 撃 i. rl? * シ ケ ナ

ヨ マ サ ( 秦 マ ノ ツ ラ タ シ

ウ ヒ ミ 「
ス 殿
」

( ( フ
「 「

( マ )
二「 ノ、

閣

「
イ

「
サ

】ヲ
が

ト オ J3
」 」 ラ

フ
」 (
「

文

庫
」 が 」 が ノ、
が 」 木 削 人 が 入 」 甲

入 が 除 木 入 木 が 本
木 A ) ) 木 ) 入

杢 杢

69 68 67 66 65 64 63 62 61 s
早

18 17 16 15 巻

31 4 15 26 24 20 17 38 34
丁

オ オ オ ウ ウ ウ ウ ウ オ

10 2 9 8 1 6 6 4 9 行

笠;; 覆妄 鴎 雷増 欝 許 墨 笑声

で (
.')' 成
ft

せ し 「 「
ヱ ユ

堂

し か 」 」

を
削

り

文
庫

甲
本

ク ノ ア ア バ ( コ ヱ ツ

内

/、 セ フ ラ イ な ウ メ 、
ン イ レ ソ ノ、 し サ

一「マ ( ン ヱ
」

閣ウ コ - 「 木
ソ

( 」
レ
」
ア 「 「
」 バ ウ が

文

「
ク の

が が 」 」 入 庫

・- x 入 人 が が 木 甲

ll ち 木 入 入
) 木 木

本

ち
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2 1 香
早

2 巻

13 4
丁

オ オ

8 1 行

成
隻
堂

退 4g 陣
治三取
之
級 文
庫
甲
本

退† 陣

内
閣
文
庫
甲
本

治チ取
姦蔓

(
表
②
　
振
り
仮
名
の
追
加
)

75 74 73 72 71 70 香
早

21 20 19 巻

7 6 25 5 3 2
丁

オ ウ オ オ オ オ

4 6 8 3 2 4 行

怨Z至患:

隙夏難+>

妖9 撃繍 曇 霊;王 成
隻
堂

「 「 文
ソ リ
」 」

庫

を
刺

甲
本

ヲ ケ ヨ シ カ テ

内

閣

Is Is ウ ヤ ウ キ
ケ ナ ウ ( ソ
キ ン 「

ヨ
」

シ フ ン

--. I「 「
ヲ ケ が

「 「
ヤ を ソ

文

庫」 」 入 ウ 、- 」
が .が 木 」 除 が 甲

入 入 が ) 入 本
木 木 入 木

杏

13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 香
早

5 4 3 巻

36 18 13 18 22 21 19 7 20
丁

オ オ オ オ オ ウ オ ウ オ オ ウ

10 9 10 6 8 10 3 10 9 3 行

数喜 成等呈土上 濃喜 行曇 並 十 計 寵テ如 救吾

'.!・ !' 河 日 中) 此 エ
直 之

に 事
承至

る
よ
な

国 隻
堂
文
庫
甲
本

が 等tl 土 ト渡盲

人 し 岐キ 州
行至 悪三言 計亨欝 髭 救≡ 数ス

国

内

閣

木 く 直貫 之

一「

に 憲ウ

ヒ る 文
ト
」

よ 庫

と

「
し
」

な 甲

本
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巻

行

(
表
⑨
　
返
り
点
の
訂
正
)

236

19 18 17 16 15 14 香早

16 15 14 8 7 巻

37 38 30 28 15 3
丁ウ ウ ウ オ ウ ウ

4 7 10 9 3 5 行

塞き 仕 フ (期Jl 与; 数吾 成現
ヱ々 立 ひ三へ〉

は ら
れ

)々 隻
堂
文
庫
甲
本

#/i T > 仕シ
立呈
期…5-;

琵 £

数空
々
内
閣
文
庫

甲
本

10 9 8 7 6 5 4 3 2 蝣s早

ll 8 6 5 3 巻

42 15 5 28 22 37 25 2
丁

オ オ ウ オ オ ウ ウ オ ウ

6 7 4 8 9 4 4 1 7 行

宜 則 於 芦 無 不 道 非 可 固 同
成
東m 全シ享 輝

pS:

比ヒ一㌢
野 得モ

大
刺
】ヲ

こ と 助 め 廿
し 二

初
披
置 驚 芸 蛇 成

不 と
( の

か 日
は 之

堂
文

露
者

義

士。

・Ii'I .V 衣
取
0

庫
甲

也 三 れ

蛇 は
陣
を

本

宜 則 於 西 無 不 非 可 固 同
内レ預 争 手 癖 .一 レレ比ヒ 呈 .1 め 廿

し 一初 請; 孫 元 類才得 不二寧
か 日

閤

披 野 も 東 -t 知 と は 之 文

露 義 刺 ∴ 衣 庫
義 =巨。 - チ 敬 甲

也 一 よ
れ
は

L′悼
を

本
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2 1 香
早

2 1 巻

3
オ

197喜
丁

5 8 行

* & 却 成
iz 蝣 て 隻

堂も に 兵
及 比 気 文

庫は す m ~
さ れ れ . 甲
れ は
は 百

本

も 鉄 却

内
閣

及 胞 て
は に 兵
+

は

%
境ヱ
み . 文
庫

百 甲

分

に

本

(
表
④
　
字
句
の
訂
正
)
　
(
傍
点
筆
者
)

14 13 12 11 香早
21 15 巻

11 11 39 7
丁ウ オ オ オ

1 8 9 4 行

孟 髭 甲諸

▼一 三ル

廿 唱
五 凱
日 歌

成
隻

也 丁 国 堂
リ夢 窓 至

夫

坂

文
庫
甲
本孔 二㌢

子 人

也 則 従 廿 唱

内
.'・ ∴

夫

s

す 国
夢 窓 閤

文
庫二 ン

ト
子 人 甲

ノ

・''. I蝣'

本

心
上

12 11 10 9 .7 6 5 4 3 香
早

5 4 3 巻

33 12 11 9 18 20 1 16 13
丁

オ ウ ウ オ オ ウ オ オ オ ウ

6 10 3 8 10 8 9 8 9 2 行

焼 鉄 別 な 銀 小 兵垂 と 光 事 長 事 信 又真南 成
箕
堂

立 地 る り 瀬 共 云 秀 ) 岡 ) 長 大)秦

最 右塙 . 悪 な て か 父 公 な 小ヲ
れ 二 子 御 る 鴨空 文

〇三、 り 喜. さま iî ^ E :a喜 か( 庫
甲
本

達 し. 道 ○… 信 礼 .t .i
し 菩 あ ( ( 難 〉

韓 こ 之 之 を

焼 「 別 な を 小
一「

光 長 信 夫 「

内

閣

立 薬 る り 削 瀬 兵 秀 岡 長 -t .t .
至 Lk 最 墜 霊 」 か 父 公 な 」

を 二 子 御 る を

て -
遣 部 ( 道 部 ニ 信 礼 部 文

し 荒 L; 義 改 あ 之 之 改 庫

刺 Î ^ ^ H ^ ^ ^ E ĵ ^ E î H 刺 甲

本
を 録 と

削 弓
臨 書
、ー 」

ヱ;
て
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21 20 19 18 17 16 15 14 13 香早

10 9 8 7 巻

36 15 30 10 29 6 14 37
丁ウ オ ウオ オ オオ オ ウ

4 7 5 2 9 3 3 6 4 行

見 け 蔦○喜し互参 「裏周直 活 ○ 成
か に の ら 且 ー公 主. 宜 隻

堂き. と 位は せ LV を国 若 m ○
山 思 侯 候 芸等を. 主 文
ノ、. は 庫
は ん 甲
れ と

な
本

見削け 高「 参 周「 活

m

嘘

内

か除に のさ ら 公 り 宜
さ.) と 卜1iy」 せ 且.」 辛
山 思 ( を 候 _ %蝣 主 閣

言 で lllll -
は Li 部 「

主
文

れ 至監 差 + 」
を

庫
甲

「
/、
部 り. 木 削 本

」 改 除

を 輿

29 28 27 26 25 24 23 22 香早

20 13 12 ll 巻

36 1 13 37 31 28 20 7
丁

ウ オ オ オ ウ ウ ウ ウ

9 7 7 9 7 6 8 1 行

O J 辛 計 出 侍 猶 従 想 庭. 成
ひ 相 九 従 ー 田 隻
秀 の 秦. 位 侍 堂
衣 は 元 藤 従 文
郷. ゝ 親 原 庫

- 公
十
間

雅. 本

t ; 辛 出 侍 「み 従 惣 贋.

1*1

閤

ひ 相 九 従酋 入 一 ( 田
秀 の 秦.」 木 位 一 侍
家 は

ゝ

表 芸 ) 雷 雲 従

「
ォB
」
を
削
ft

手

間
計

垂 雲.輿

」

文

庫

甲

本

の
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(
表
⑤
　
版
心
の
訂
正
)
(
荏
)
成
葺
堂
文
庫
甲
本
で
は
全
て
墨
か
紙
を
削

る
か
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

3 2 1 *
早

7 6 1 巻

30 25 34 31 29
丁

～ ～

行

大 大 成
閤 閤 十 十 十 十 十 十 … 貴
記
四.

記 三 二 二 七 九 八 堂
文
庫
甲
本

大 大

内
闇 閤 十 十 十
記 記 一 九

}
七. ノ、. 閤

入 入
削
つ

文

木 杏
て

庫

訂
正

甲
本

7 6 5 4 サ
早

17 16 ll 10 巻

44 43

～

30 40
丁

行

四 四 四 四 四 四 四 三 三 成
十 十 十 十 十 .‖ 日. 十 十 日. ‥. 十 十 十 隻
O n - 〇 九 一 八 九 堂

文
庫
甲
本

四 四 四

内

十 十 ‖二十 十

四 三
、.l一.・、′一...ノ 、- 入 閤

つ
入 て 文

杏 訂
正

庫

甲

本
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蝣サ
早
巻

23 16 8 5
丁～ ～

行

二 二 十 十 十 十 …… 九 七 六 五 四 成
糞十 十 九 八 七 五
堂
文
庫
甲
本

二 十 十 十 十 八 七 六 五

内

十 九 八 七 六

裏 芸 閣
文
庫
甲
本

香
早
巻

33 31 25
丁～

行

十 三 三 三 三 二 二 二 二 二 二 二 二
二 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

成
箕
堂
文
庫
甲
本

三 二 一 九 八 七 六 四 四 三 二

内

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
三 一 九 八 七 六 五 三 二 一

、、ー 閣入
木 入 文

木 庫
甲

本

㈲
　
内
閣
文
庫
甲
本
と
尊
経
閣
文
庫
本
の
異
同

(
字
句
の
訂
正
)

I
 
1
 
-
　
巻
l
第
五
丁
裏
三
行
目
　
「
韓
信
長
艮
」
　
(
内
閣
文
庫
甲
本
)
　
l

「
韓
信
張
艮
」
　
(
尊
経
閣
文
庫
本
)

「
張
良
」
　
の
「
張
」
　
の
　
「
弓
」
編
の
み
の
入
木
訂
正
で
あ
る
。
韓
信
と
張
良
、
両
者
は
漠
高
祖
に
仕
え
た
英
雄
で
『
太
閤
記
』
中
し
ば

し
ば
そ
の
言
説
が
引
用
さ
れ
る
が
'
他
の
箇
所
は
す
べ
て
「
張
艮
」
で
あ
る
。
前
段
階
で
の
訂
正
の
見
落
と
し
を
こ
こ
で
正
し
た
と
思
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わ
れ
る
。
な
お
へ
成
箕
堂
文
庫
甲
本
に
は
既
に
「
弓
」
が
墨
で
補
わ
れ
て
い
る
0

回
　
巻
五
第
二
丁
表
一
行
目
　
甫
庵
の
署
記
に
関
す
る
異
同
.
今
l
度
へ
成
貴
堂
文
庫
甲
本
か
ら
の
訂
正
過
程
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ

る
。心

雛

町

象

ふ
離
町
庵
象

か
雛
町
鬼
を
象

(
成
箕
堂
文
庫
甲
本
)

〔

(
内
閣
文
庫
甲
本
)

〔

(
尊
経
閣
文
庫
本
)

既
に
同
で
示
し
た
よ
う
に
'
成
箕
堂
文
庫
甲
本
で
余
計
な
1
字
「
喜
」
を
内
閣
文
庫
甲
本
刊
行
時
に
板
木
か
ら
削
除
、
こ
れ
で
表
記
上

の
誤
り
は
な
い
の
だ
が
,
字
間
の
空
き
が
気
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
へ
尊
経
閣
文
庫
本
の
段
階
で
は
「
道
」
を
新
た
に
彫
り
直
し
'
位
置

を
上
に
ず
ら
し
て
入
木
し
て
い
る
。

(
版
心
の
訂
正
)

田
　
巻
一
丁
付

(
内
閣
文
庫
甲
本
)

(
尊
経
閣
文
庫
本
)

「
豊
臣
記
自
序
」
　
1
丁
分

「
凡
例
或
問
」
八
丁
分

大
間
記
一

大
閤
記
一

序

大
閤
記
或
問

大
間
記
或
間
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「
大
閤
記
巻
之
綱
目
」
一
丁
分

「
大
間
記
1
之
目
録
」
　
1
丁
分

以
下
本
文
三
十
丁
分

二
　
(
～
三
十
三
)

一
(
～
三
十
二
)

『太閤記』無刊記版の改訂方法

既
に
表
⑤
で
示
し
た
如
く
内
閣
文
庫
甲
本
は
巻
1
　
「
二
十
九
」
「
三
十
」
「
三
十
l
」
の
丁
付
を
入
木
訂
正
し
て
い
た
。
専
経
閣
文

庫
本
で
は
そ
れ
を
含
め
て
'
「
凡
例
或
問
」
八
丁
分
以
外
す
べ
て
の
丁
付
を
再
度
入
木
訂
正
し
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
へ
内
閣
文
庫
甲
本
で
は
「
豊
臣
記
自
序
」
の
版
心
「
大
間
記
一
」
の
「
こ
　
の
上
か
ら
墨
で
「
序
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

伺
　
巻
十
六
丁
付

(
内
閣
文
庫
甲
本
)
　
　
(
尊
経
閣
文
庫
本
)

四
十
二
　
　
↓
　
　
　
四
十
五
　
(
「
五
」
　
の
み
入
木
訂
正
)

四
十
三
　
　
l
　
　
　
四
十
六
　
(
「
六
」
　
の
み
入
木
訂
正
)

巻
十
六
は
全
4
6
丁
'
そ
の
最
後
の
二
丁
分
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
甲
本
は
こ
の
部
分
の
さ
ら
に
前
二
丁
を
訂
正
し
て
い
た
の
だ
が
'
こ
こ

は
直
し
忘
れ
た
と
見
え
る
。
な
お
'
内
閣
文
庫
甲
本
で
は
「
四
十
二
」
の
「
二
」
の
上
か
ら
墨
で
「
五
」
へ
「
四
十
三
」
の
「
三
」
の
一
部

を
紙
面
で
削
り
へ
　
そ
の
上
か
ら
墨
で
「
六
」
と
し
て
い
る
。

㈲
　
尊
経
閣
文
庫
本
と
慶
鷹
義
塾
大
学
図
書
館
本
の
異
同

(
字
句
の
訂
正
)

田
　
巻
1
本
文
1
丁
表
「
大
間
記
巻
之
綱
目
」
　
(
傍
線
筆
者
o
以
下
同
じ
)

(
専
経
閣
文
庫
本
)

(
慶
慮
義
塾
大
学
図
書
館
本
)



第18巻　第4号(人文・自然・社会科学轟)

(2)

243

大
間
記
巻
之
綱
目

l
　
　
秀
吉
公
素
生

≡五七九十
l
十
三
十
五
十
七

備
中
陣

加
賀
越
中
合
戦

柴
田
合
戦
之
下

九
州
陣

行
幸
朝
鮮
陣
上

同
下
秀
次
公
最
期

二H
i

六八十十
二

十
四

十
六

十
八

因
州
取
鳥
落
城

信
長
公
御
葬
礼

大
間
記
巻
之
綱
目

一
　
秀
吉
公
素
生

三
　
　
備
中
陣

柴
田
合
戦
之
上

城
主
定

五
　
　
柴
田
合
戦
之
上

尾
州
陣

小
田
原
陣

同
中

集諸
家
之
伝
記

七
　
　
所
司
代
付
金
賦

九
　
　
尾
州
陣

十
1
　
行
幸

十
三
　
朝
鮮
陣
上

十
五
　
同
下

十
七
　
秀
次
公
最
期

二四六八十十
二

十
四

十
六

因
州
取
鳥
落
城

加
賀
越
中
合
戦

柴
田
合
戦
之
下

城
主
定

九
州
陣

小
田
原
陣

同
中
葉

十
八
　
諸
家
之
伝
記

巻
十
八
第
一
丁
表
「
大
間
記
諸
士
之
伝
記
」

(
尊
経
閣
文
庫
本
)

大
閤
記
諸
士
之
伝
記

織
田
酒
造
丞

中
条
小
1
郎

日
根
野
兄
弟

岡
田
助
右
衛
門
尉

浦
野
若
狭
守

松
山
新
助

竹
中
半
兵
衛
尉

毛
受
勝
助

和
田
弥
大
郎

武
一
常
三

(
慶
鷹
義
塾
大
学
図
書
館
本
)

大
間
記
諸
士
之
伝
記

織
田
酒
造
丞

中
条
小
一
郎

日
根
野
兄
弟

岡
田
助
右
衛
門
尉

浦
野
若
狭
守

松
山
新
助

竹
中
半
兵
衛
尉

毛
受
勝
助

和
田
弥
大
郎

武
一
常
三
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古
田
大
膳
大
夫

掘
尾
帯
刀
先
生

篠
岡
平
右
衛
門
尉

稲
葉
覚
之
丞

古
田
大
膳
大
夫

堀
尾
帯
刀
先
生

篠
岡
平
右
衛
門
尉

稲
葉
覚
之
丞

『太閤記』無刊記版の改訂方法

本
多
佐
渡
守

間
　
巻
十
七
丁
付

(
尊
経
閣
文
庫
本
)

三

十

一

　

↓

板
倉
伊
賀
守

板
倉
伊
賀
守

(
慶
鷹
義
塾
大
学
図
書
館
本
)

三
十
一

三
十
三
　
　
l
　
　
三
十
二
　
(
「
三
」
　
の
一
画
目
の
「
〓
だ
け
を
板
木
で
削
り
「
二
」
と
す
る
)

三
十
三
　
　
l
　
　
三
十
三

巻
十
七
は
全
3
3
丁
へ
　
そ
の
最
後
か
ら
二
丁
目
で
あ
る
。
同
巻
は
内
閣
文
庫
甲
本
で
一
度
訂
正
済
で
あ
る
が
'
そ
の
見
落
と
し
で
あ
る
。

Q
乃

以
上
が
異
同
の
詳
細
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
概
要
を
数
値
で
示
す
と
次
の
如
-
で
あ
る
。

尊 内 成
経 閣 隻

閣
文
文
庫

堂
文
庫庫 甲 甲

本 本 本
↓ ↓ ↓
S 尊 内
磨 経 閣
義
塾
-t

閤
文
文
庫

学 庫 甲
本 本 本

0 0 75

振
り
仮
名
の
訂
正

0 0 19

振
り
仮
名
の
追
加

0 0 14

近
り
占
の
訂

iF.

2 2 29

字

句

の

訂

正

1 2 7
版

巻 巻 巻 心

の分 * 分
1 35 34
箇 箇 箇 訂
所 所 所 正

以
上
の
異
同
の
事
実
に
基
づ
き
へ
　
そ
の
改
訂
の
方
法
と
太
閤
記
出
版
を
め
ぐ
る
周
辺
事
情
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。
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三
　
改
訂
の
方
法

改
訂
の
特
徴
を
整
理
し
て
述
べ
る
と
'
次
の
四
点
で
あ
る
。

第
一
に
へ
少
な
く
と
も
三
度
の
改
訂
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
せ
ら
れ
る
が
'
第
一
の
改
訂
で
そ
の
作
業
の
ほ
と
ん
ど
を
終
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
'
振
り
仮
名
に
関
わ
る
改
訂
が
過
半
以
上
を
占
め
る
こ
と
。
第
三
に
'
逆
に
内
容
の
変
更
に
関
わ
る
改
訂
は
行

な
っ
て
い
な
い
こ
と
。
第
四
に
'
最
も
早
い
版
で
あ
る
成
箕
堂
文
庫
甲
本
に
お
い
て
'
特
に
多
-
の
墨
書
訂
正
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
点
を
中
心
に
以
下
へ
　
五
つ
の
異
同
分
類
に
従
っ
て
さ
ら
に
詳
し
-
そ
の
改
訂
方
法
を
検
討
し
て
み
る
。

ま
ず
へ
(
振
り
仮
名
の
訂
正
)
は
、
既
に
施
し
た
振
り
仮
名
の
表
記
上
の
誤
刻
を
丹
念
に
正
し
て
い
-
態
度
と
み
て
よ
い
。
表
①
5
9
番

「
挙
動
」
の
読
み
を
「
キ
ョ
ド
ゥ
」
か
ら
「
フ
ル
マ
イ
」
に
変
え
た
の
が
唯
一
例
外
で
あ
る
。
他
は
表
記
と
し
て
の
振
り
仮
名
の
誤
り
の

是
正
に
僅
憲
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
.
そ
の
結
果
へ
　
む
し
ろ
改
悪
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
1
0
番
「
卑
俗
凡
下
」
で
あ
ろ
う
。
「
ヒ
ソ
ク
ボ

ン
ケ
」
の
読
み
は
成
箕
堂
文
庫
甲
本
で
正
し
か
っ
た
は
ず
。
し
か
し
'
「
ソ
」
の
位
置
が
上
過
ぎ
、
「
卑
」
に
「
ヒ
ソ
」
、
「
俗
」
に
「
ク
」

と
あ
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
さ
ら
に
「
ク
」
は
「
ソ
」
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
「
俗
」
の
読
み
が
「
ソ
ク
」
の
「
ク
」
が
落
ち

た
と
判
断
し
て
字
間
に
「
ク
」
を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
果
と
し
て
誤
刻
を
増
や
す
こ
と
に
な
っ
た
が
へ
　
し
か
し
へ
表
記
ミ
ス
の
是
正

に
努
め
た
意
図
は
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

訂
正
箇
所
は
前
半
の
巻
に
多
い
債
向
が
あ
る
が
'
全
巻
に
わ
た
っ
て
目
を
通
し
て
い
る
。
何
よ
り
も
こ
れ
だ
け
多
数
の
誤
刻
を
こ
ま
め

に
入
木
で
訂
正
し
た
こ
と
自
体
に
振
り
仮
名
表
記
の
正
確
さ
を
期
し
た
改
訂
態
度
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
事
実
へ
振
り
仮
名
の
誤
刻
の

多
く
は
'
第
1
の
段
階
で
訂
正
を
終
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
'
第
二
へ
第
三
の
段
階
で
訂
正
箇
所
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
'
既
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ソ

イ

ハ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ウ

ヨ

に
そ
の
必
要
が
ほ
と
ん
ど
な
-
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
裁
判
」
　
(
巻
三
第
四
十
l
 
T
表
四
行
目
)
、
「
快
し
」
　
(
巻
五
第
三
十
七
丁

表
四
行
目
)
　
な
ど
は
'
な
お
見
落
と
し
た
訂
正
漏
れ
の
例
で
あ
る
。

そ
れ
に
比
べ
へ
　
(
振
り
仮
名
の
追
加
)
は
徹
底
し
て
行
な
わ
れ
た
改
訂
と
は
言
い
難
い
。
表
②
で
は
一
見
し
て
前
半
の
巻
に
偏
っ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
振
り
仮
名
を
増
や
し
て
読
者
の
便
を
計
る
と
か
'
あ
る
い
は
多
く
の
振
り
仮
名
を
必
要
と
す
る
読
者
層
を
意

識
し
た
改
訂
方
針
な
ど
は
窺
え
な
い
。
例
え
ば
後
の
正
保
三
年
版
で
は
全
巻
一
貫
し
て
大
幅
に
振
り
仮
名
を
増
や
し
て
い
る
。
同
版
で
は

目
録
題
・
内
題
の
整
備
等
と
相
侯
っ
て
'
不
特
定
多
数
の
読
者
を
意
識
し
た
改
訂
態
度
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
比
較
し
て
も

(
振
り
仮
名
の
追
加
)
に
関
し
て
は
'
(
振
り
仮
名
の
訂
正
)
　
の
付
随
的
な
改
訂
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
返
り
点
の
訂
正
)
(
衰
③
)
　
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
『
太
閤
記
』
に
は
実
に
多
-
の
漠
文
脈
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
漢
籍
の
引
用

も
多
い
。
依
然
と
し
て
返
り
点
の
不
備
の
残
る
箇
所
も
多
い
O
　
そ
れ
ら
に
比
し
て
内
閣
文
庫
甲
本
で
訂
正
さ
れ
た
箇
所
は
ほ
ん
の
一
部
に

過
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
返
り
点
の
一
部
省
略
は
自
明
の
こ
と
と
し
て
読
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
さ
ほ
ど
不
備
を
意
識
せ
ら
れ
た
と
も
思

わ
れ
な
い
が
'
表
③
の
如
-
の
訂
正
が
一
貫
し
た
方
針
で
行
な
わ
れ
た
と
は
言
え
な
い
.

(
字
句
の
訂
正
)
　
(
表
④
)
　
で
は
'
先
述
の
如
-
内
容
の
変
更
を
意
図
し
た
訂
正
は
一
切
な
い
こ
と
が
逆
に
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
0

各
箇
所
す
べ
て
1
'
二
文
字
の
訂
正
で
あ
る
o
改
訂
者
の
目
は
文
字
ど
お
り
字
句
の
誤
刻
に
注
が
れ
て
い
る
。
但
し
へ
　
単
に
字
面
を
追
っ

た
だ
け
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
へ
　
明
ら
か
に
内
容
を
跨
ま
え
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
2
7
番
で
は
「
出
丸
」
　
の
幅
を
「
二
十

間
」
か
ら
「
三
十
間
」
に
広
げ
た
が
、
こ
れ
は
故
な
き
こ
と
で
は
な
-
'
一
丁
ほ
ど
前
に
「
出
丸
崎
の
は
ゞ
や
う
　
-
　
三
十
間
は
か
り
な

り
」
と
の
記
述
が
あ
る
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
把
握
し
て
い
る
へ
　
し
か
し
へ
変
更
ま
で
は
意
図
し
な
い
と
の
改
訂
態
度
と
言
え

よ
う
。も

う
l
つ
字
句
訂
正
の
特
徴
は
へ
　
そ
の
作
業
の
細
か
さ
で
あ
る
〇
一
文
字
全
て
を
入
木
訂
正
す
る
の
で
は
な
-
'
一
文
字
の
更
に
l
部
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分
を
大
木
し
た
り
削
っ
た
り
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。
表
④
-
-
,
-
-
ォ
,
-
k
-
>
-
1
c
*
c
。
.
1
。
.
o
i
.
'
-
i
.
e
。
.
蝣
>
*
.
i
n

-
-
c
o
'
^
'
1
D
'
S
'
h
'
h
'
h
'
h
h
N
N
N
ォ
等
が

そ
の
例
で
あ
る
o
そ
の
1
部
を
次
に
例
示
す
る
O
但
し
へ
成
箕
堂
文
庫
甲
本
で
は
'
墨
ま
た
は
紙
面
を
削
っ
て
訂
正
し
て
あ
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
場
合
へ
写
真
で
の
比
較
は
困
難
で
あ
る
た
め
内
閣
文
庫
甲
本
の
み
を
挙
げ
た
。
1
番
は
数
少
な
い
例
外
で
あ
る
。

・
番
鷺
戯
盈
苧
酔
顔
で
(
-
文
庫
甲
本
)

鳥
も
戯
日
管
酔
顔
で

(
内
閣
文
庫
甲
本
)
「
れ
」
の
一
部
を
削
り
「
ミ
」
と
す
る
。

-
番
宏
雪
(
内
閣
文
庫
甲
本
)
成
箕
堂
文
庫
甲
本
で
は
「
ゑ
」
に
近
い
が
へ
上
部
に
入
木
し
て
「
急
」
と

す
る
。

ォBn

-
番
丈
六
を
　
(
内
閣
文
庫
甲
本
)
成
-
文
庫
甲
本
で
は
「
又
」
で
あ
る
が
'
上
部
に
入
木
し
て
「
夫
」
と

す
る
。

1
番
鮎
ケ
八
貫
甘
央
巧
を
仕
1
.
(
内
閣
文
庫
甲
本
)
成
-
文
庫
甲
本
で
は
縦
に
長
い
-
ず
L
で

あ
る
が
へ
そ
の
下
部
を
削
り
彫
り
直
し
て
い
る
。

(
版
心
の
訂
正
)
(
表
⑤
)
に
つ
い
て
は
'
成
筆
堂
文
庫
甲
本
の
編
集
過
程
上
の
問
題
と
し
て
既
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
'
詳
し

fir,;

く
は
拙
稿
を
御
参
照
願
い
た
い
。
こ
こ
で
は
要
点
の
み
を
再
確
認
す
る
。
す
な
わ
ち
へ
成
箕
堂
文
庫
甲
木
版
心
の
乱
れ
は
'
岡
本
の
刊
行
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に
際
し
て
へ
一
部
執
筆
遅
れ
へ
　
そ
し
て
そ
の
補
人
へ
　
差
替
え
へ
　
移
動
と
い
っ
た
編
集
作
業
が
'
浄
書
板
下
作
成
ま
た
は
板
木
彫
刻
作
業
と

並
行
し
て
行
な
わ
れ
た
結
果
の
混
乱
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
o
そ
し
て
へ
　
既
に
み
た
如
-
'
岡
本
に
は
振
り
仮
名
を
中
心
に
珍

し
い
誤
刻
が
存
す
る
。
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
不
十
分
な
編
集
と
行
き
届
か
ぬ
校
正
と
い
う
刊
行
事
情
が
想
像
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
'
そ
の
後
の
改
訂
作
業
の
側
か
ら
言
う
と
'
完
全
な
是
正
に
三
度
の
段
階
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、
一
回

目
の
改
訂
で
相
当
な
労
力
を
費
や
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
巻
一
3
'
巻
六
I
へ
　
巻
七
6
'
巻
十
I
へ
　
巻
十
一
I
へ
　
巻
十
六
2
'
巻
十

七
2
0
へ
　
計
七
巻
分
3
4
箇
所
の
柱
と
丁
付
を
大
木
で
細
か
-
訂
正
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
尚
且
つ
残
っ
た
誤
刻
が
巻
二
　
巻
十
六
へ
　
巻
十

七
で
あ
っ
た
。
巻
十
六
の
2
箇
所
へ
　
巻
十
七
の
-
箇
所
は
見
落
と
し
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
'
一
回
目
の
改
訂
で
'
ほ
ぼ
完
全
に
直
し
終
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
二
回
目
の
改
訂
で
巻
一
全
4
 
1
丁
中
へ
凡
例
戎
問
8
丁
を
除
-
3
3
丁
の
丁
付
を
'
再
度
へ
訂
正
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
既
に
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
'
凡
例
或
問
部
分
が
丁
付
「
こ
と
「
二
」
を
分
断
す
る
形
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
が
気
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
へ
一
回
目
の
改
訂
　
(
内
閣
文
庫
甲
本
)
　
で
は
い
っ
た
ん
は
よ
し
と
し
な
が
ら
、
二
回
目
　
(
尊
経
閣
文
庫

本
)
　
で
言
わ
ば
全
面
訂
正
を
行
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
'
(
振
り
仮
名
の
訂
正
)
と
同
じ
く
へ
　
(
版
心
の
訂
正
)
に
関
し
て
も
へ
　
そ

の
作
業
は
実
に
入
念
な
態
度
と
方
法
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
0

四
　
墨
書
訂
正
の
意
味

こ
う
し
た
入
念
な
改
訂
は
'
移
し
い
誤
刻
を
残
し
た
ま
ま
刊
行
さ
れ
た
成
箕
堂
文
庫
甲
本
の
出
版
事
情
と
好
対
照
で
す
ら
あ
る
。
こ
の

事
実
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

(
6
)

そ
の
手
掛
か
り
の
一
つ
を
成
箕
堂
文
庫
甲
本
に
お
け
る
墨
書
訂
正
に
求
め
た
い
。
表
中
示
し
た
よ
う
に
'
同
書
に
は
多
-
の
墨
書
訂
正
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と
'
紙
面
を
削
っ
て
の
訂
正
が
施
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
へ
そ
の
訂
正
箇
所
と
内
閣
文
庫
甲
本
で
の
入
木
訂
正
の
箇
所
が
ほ
と
ん
ど
重
な

り
合
う
事
実
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
い
-
つ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
第
一
に
は
'
成
箕
堂
文
庫

甲
本
が
作
者
・
書
埠
側
の
校
正
刷
本
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
方
。
第
二
に
は
'
逆
に
'
あ
る
時
点
で
の
旧
蔵
者
が
改
訂
版
太
閤
記
と
校
合

し
た
結
果
の
書
き
入
れ
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

第
1
の
考
え
方
を
と
る
な
ら
ば
へ
人
手
に
渡
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
内
々
の
校
正
刷
本
で
あ
る
か
ら
へ
移
し
い
誤
刻
も
む

し
ろ
あ
っ
て
当
然
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
へ
浄
書
し
た
坂
下
で
の
校
正
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
刷
本
で
初

め
て
細
か
く
訂
正
の
指
示
を
与
え
へ
そ
の
後
改
刻
せ
ら
れ
た
内
閣
文
庫
甲
本
が
言
わ
ば
完
成
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
へ
　
い
-
つ

か
難
が
あ
る
。
一
つ
に
は
'
訂
正
の
書
き
入
れ
が
朱
で
は
な
く
一
見
し
て
判
別
し
う
ら
い
墨
で
あ
る
こ
と
。
二
つ
に
は
'
校
正
刷
本
な

ら
ば
へ
紙
面
を
削
っ
て
ま
で
訂
正
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
三
つ
に
は
'
校
正
刷
本
な
ら
ば
一
部
で
充
分
で
あ
る
は
ず
が
'
成
箕

堂
文
庫
甲
本
と
同
版
の
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本
と
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
に
も
同
様
の
墨
書
訂
正
等
が
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
の
考
え
方
は
'
普
通
に
は
充
分
あ
り
得
る
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
'
全
二
十
二
巻
と
い
う
大
部
の
太
閤
記
二
部
を
机
上
に
置
き
へ

細
部
に
わ
た
っ
て
逐
一
校
合
す
る
読
者
が
果
た
し
て
い
た
か
ど
う
か
。
し
か
も
別
個
の
人
物
が
三
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
-
そ

う
で
は
あ
る
ま
い
。
例
え
ば
'
表
④
1
6
番
「
周
公
且
」
は
成
糞
堂
文
庫
甲
本
に
お
い
て
切
り
抜
き
・
貼
紙
の
訂
正
方
法
を
と
っ
て
い
る
箇

所
で
あ
る
。
「
旦
」
が
'
誤
刻
の
あ
っ
た
紙
面
を
四
角
く
切
り
技
い
た
後
へ
裏
か
ら
紙
片
を
貼
り
'
墨
で
「
日
こ
と
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
へ
全
く
同
様
の
方
法
が
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本
と
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
に
も
と
ら
れ
て
い
る
。
丁
付

の
誤
り
を
紙
を
削
っ
て
後
に
墨
で
直
す
や
り
方
の
合
致
と
い
い
へ
　
こ
の
よ
う
な
手
の
込
ん
だ
訂
正
方
法
を
偶
然
に
別
の
読
者
が
施
す
と
は

思
え
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
い
ず
れ
の
墨
書
訂
正
も
同
l
人
物
の
手
に
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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以
上
の
こ
と
を
整
理
し
て
述
べ
る
と
'
次
の
よ
う
な
改
訂
事
情
が
考
え
ら
れ
ま
い
か
。
坂
下
段
階
で
充
分
な
校
正
を
経
ぬ
ま
ま
に
板
木

彫
刻
さ
れ
た
太
閤
記
が
刊
行
に
至
る
。
こ
の
段
階
で
初
め
て
丹
念
に
校
正
が
行
な
わ
れ
多
-
の
誤
刻
が
発
見
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
入
念
に

板
木
に
入
木
訂
正
し
改
訂
版
太
閤
記
を
出
版
す
る
。
と
同
時
に
へ
最
初
に
刊
行
⊥
た
も
の
も
へ
し
ば
ら
-
作
者
も
し
-
は
改
訂
者
の
側
に

留
め
置
か
れ
'
紙
面
上
で
同
様
の
訂
正
を
丹
念
に
行
な
っ
た
。
そ
の
目
的
は
も
ち
ろ
ん
校
正
刷
本
と
し
て
の
使
用
で
は
な
-
'
作
者
の
手

元
に
残
す
た
め
で
も
な
い
。
改
訂
版
と
同
じ
く
こ
れ
も
人
手
に
渡
す
こ
と
を
意
識
し
た
上
で
の
作
業
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
つ
ま
り
は

需
め
に
応
じ
て
'
あ
る
い
は
需
め
を
募
っ
て
読
者
に
供
し
'
一
方
で
振
り
仮
名
と
丁
付
を
中
心
に
誤
刻
の
訂
正
に
努
め
な
が
ら
改
訂
を
続

け
る
と
い
う
'
言
わ
ば
私
家
版
的
な
出
版
の
形
態
が
開
板
当
初
の
無
刊
記
版
太
閤
記
に
は
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

で
は
'
こ
の
よ
う
な
改
訂
作
業
は
い
つ
頃
へ
　
誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
成
箕
堂
文
庫
甲
本
の
刊
行
は
寛
永
十
一
(
一
六
三

四
)
年
九
月
以
降
へ
　
同
十
四
　
(
一
六
三
七
)
年
間
三
月
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
後
へ
　
遅
-
と
も
正
保
三
　
(
一
六
四
六
)
年
ま
で
に
三

度
の
改
訂
を
終
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
同
年
に
は
京
都
林
甚
右
衛
門
が
'
無
刊
記
版
を
底
本
と
し
な
が
ら
全
-
新
し
-
板
を

お
こ
し
た
太
閤
記
を
出
版
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
へ
　
そ
の
正
保
三
年
版
が
底
本
と
し
た
の
が
'
三
度
目
の
改
訂
を
終
え
た
慶
鷹

義
塾
大
学
図
書
館
本
系
統
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
'
更
に
言
え
ば
'
そ
れ
は
軍
氷
十
七
(
一
六
四
〇
)
午

に
作
者
甫
庵
が
没
す
る
以
前
へ
甫
庵
在
世
中
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
な
細
か
-
念
入
り
な
訂
正
の
指
示
を

出
し
'
且
つ
へ
　
さ
ら
に
そ
れ
を
手
間
の
か
か
る
方
法
で
入
木
訂
正
さ
せ
た
の
は
作
者
甫
庵
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
甫
庵
没

後
六
年
の
正
保
三
年
版
に
お
い
て
早
速
へ
甫
庵
の
意
図
と
は
関
わ
り
な
-
特
定
の
個
人
と
家
の
立
場
に
拠
っ
た
改
訂
が
な
さ
れ
た
事
実
を

考
え
合
わ
せ
る
時
へ
　
三
度
の
改
訂
が
一
貫
し
た
方
針
を
保
ち
得
た
こ
と
は
作
者
甫
庵
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

1
方
へ
甫
庵
は
古
活
字
版
へ
整
版
と
近
世
初
頭
の
印
刷
文
化
の
1
巽
を
担
う
人
物
で
あ
っ
た
が
'
吾
味
と
の
関
係
は
判
然
と
し
な
い
点

(
7
)

が
多
い
。
甫
庵
の
多
く
の
出
版
書
物
の
う
ち
'
書
車
名
が
記
さ
れ
る
最
初
の
も
の
は
'
没
後
四
年
の
寛
永
二
十
一
年
へ
　
横
井
久
左
衛
門
板
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o

行
の
信
長
記
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
は
甫
庵
生
前
に
書
碑
名
を
明
記
し
た
出
版
物
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
逆
に
'
先
述
の
如
く
へ
　
没

後
程
な
-
正
保
か
ら
寛
文
に
か
け
て
太
閤
記
出
版
に
多
-
の
書
埠
が
参
入
し
て
-
る
。
信
長
記
に
関
し
て
も
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
更
に

言
え
ば
'
こ
う
し
た
多
-
の
書
埠
の
参
入
が
太
閤
記
の
変
質
と
商
品
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
寛
文
六
　
(
〓
ハ
六
六
)
年
頃
刊
の
『
和

漢
書
籍
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
以
来
へ
　
太
閤
記
は
各
書
籍
目
録
に
欠
か
さ
ず
商
品
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
後
も
'
元
禄
五
　
(
l

六
九
二
)
年
版
『
広
益
書
籍
目
録
』
で
無
刊
記
版
系
統
の
「
古
板
」
と
正
保
三
年
版
系
統
の
「
新
板
」
　
の
別
が
記
さ
れ
'
元
禄
九
　
(
一
六

九
六
)
版
『
増
益
書
籍
目
録
大
全
』
で
古
板
(
寛
文
二
年
版
)
　
が
十
五
匁
へ
　
新
板
　
(
万
治
四
年
版
)
　
が
十
七
匁
の
価
格
で
あ
っ
た
こ
と
が

確
認
せ
ら
れ
る
o
　
こ
の
間
'
増
補
加
筆
へ
　
括
し
絵
の
付
加
へ
　
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
も
言
え
る
1
部
抜
華
に
よ
る
刊
行
と
'
様
々
な
書
埠
側

の
営
為
が
加
え
ら
れ
て
い
-
。
そ
の
背
後
に
読
者
層
そ
の
も
の
の
変
質
と
享
受
の
有
り
様
の
変
化
を
見
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
点
に
つ
い

(
9
)

て
は
一
部
を
既
に
報
告
し
た
が
へ
　
稿
を
改
め
て
詳
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

つ
ま
り
は
'
以
後
の
太
閤
記
の
変
質
と
、
無
刊
記
版
に
お
い
て
繰
り
返
し
な
さ
れ
た
改
訂
と
は
'
意
図
に
お
い
て
も
方
法
に
お
い
て
も
'

全
-
異
質
な
も
の
で
あ
り
'
さ
ら
に
そ
の
こ
と
と
書
韓
の
関
与
の
度
合
は
軌
を
一
に
し
て
符
号
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
こ
と
は

作
者
と
書
埠
と
の
主
導
の
違
い
に
換
言
し
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
'
無
刊
記
版
に
お
け
る
改
訂
に
'
作
者
主
導
の
太
閤
記
出
版

の
最
後
の
具
体
相
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

[注]
(
-
)
拙
稿
「
甫
庵
『
太
閤
記
』
諸
版
の
成
立
-
正
保
三
年
版
補
入
考
-
」
(
「
国
語
と
国
文
学
」
第
六
十
八
巻
第
一
号
へ
平
c
o
・
i
-
h
)
'
拙
稿
「
『
信
長
記
』

か
ら
『
太
閤
記
』
　
へ
-
甫
庵
「
今
世
」
意
識
を
中
心
に
-
」
　
(
「
広
島
経
済
大
学
研
究
論
集
」
第
十
六
巻
第
三
号
へ
　
平
"
>
・
S
3
)
c

(
2
)
　
所
蔵
記
号
〔
H
二
〇
/
七
六
〕
。
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(
3
)
所
蔵
記
号
〔
り
五
/
六
〇
三
九
〕
。

(
4
)
拙
稿
「
甫
庵
『
太
閤
記
』
諸
版
の
成
立
-
正
保
三
年
版
補
入
考
-
」
で
は
'
内
閣
文
庫
甲
本
で
の
振
り
仮
名
の
訂
正
を
7
2
個
所
へ
返
り
点
の
訂
正

1
3
箇
所
へ
字
句
の
訂
正
2
8
箇
所
と
し
た
が
'
再
度
の
確
認
調
査
で
若
干
増
加
し
た
。
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

(
5
)
注
(
-
)
拙
稿
「
『
信
長
記
』
か
ら
『
太
閤
記
』
　
へ
-
甫
庵
「
今
世
」
意
識
を
中
心
に
-
」
。

(
6
)
墨
書
訂
正
に
つ
い
て
は
既
に
先
行
研
究
が
い
-
つ
か
あ
る
が
'
太
閤
記
と
同
時
期
の
も
の
に
関
し
て
は
'
大
津
学
氏
「
『
北
条
五
代
記
』
寛
,
氷
版
の

訂
正
」
(
『
江
戸
文
学
研
究
』
所
収
　
平
m
・
-
)
に
有
益
な
御
報
告
が
あ
る
。

(
7
)
近
年
,
森
上
修
氏
の
御
調
査
に
よ
り
へ
甫
庵
刊
行
書
の
う
ち
古
活
字
版
に
つ
い
て
は
角
倉
素
庵
の
印
刷
工
房
で
印
行
さ
れ
た
と
の
御
指
摘
が
あ
る
。

(
森
上
修
氏
「
初
期
古
活
字
版
の
印
行
者
に
つ
い
て
-
嵯
峨
の
角
倉
(
吉
田
)
素
庵
を
め
ぐ
っ
て
I
」
ビ
ブ
リ
ア
第
l
〇
〇
号
　
平
　
S
)
-

(
8
)
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
。
所
蔵
記
号
〔
G
二
四
/
七
三
五
〕
。

(
9
)
拙
稿
「
太
閤
記
の
読
者
」
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
太
閤
記
』
月
報
　
岩
波
書
店
　
平
。
。
蝣
C
。
)
-

[
付
記
]
本
稿
は
平
成
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
奨
励
研
究
A
)
「
『
太
閤
記
』
の
研
究
」
の
一
部
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
へ
本
稿
を
な

す
に
あ
た
り
資
料
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
た
各
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。




